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1.実施結果
・開催日時

。会  場
。概  要

。出 席 者

進  行

2.内害
(1)趣旨説明
。今年度下期の意見交換会がスタートする。上期はどんな風な

展開をするのが良いか見えなかつたため、3回の意見交換会

を開催し、市民が動く状況を作ろうと思つた。意見交換会終

了後に3回市民の会があったが、どんな話し合いになつたか後

程共有をお願いする。

・下期は、市主催の意見交換会を 4回、市民の合意形成支

援と合わせて 10回程度富士市に来て取,組みを支援する

予算|がついている。また、ボランテイア育成についても希ムの方が

骨格を作ることになつている。

・資料の「これまでとこれからのプロセス」については後半の議題

で改めて説明する。

(2)森林環境創造ゾーン (ビオトーカ と屋外啓発ゾーン

の基本設計に関する意見交換

①市より補足説明

。ビオトープについては、事業者の提案をベースに、常東大学山

田辰美名誉教授にアドバイスをいただいて設計した。

②川崎重工より

※パワーポイントを使って基本設計の説明

③補足的に進行が質問

。駐車場からの動線、散策路の路盤材、薪炭林などに関する

補足的な質問を進行が行い、川崎重工が回答を行つた。

④意見・質問カードの記入、欠席者の意見代読

※記入内容を最後に回答する予定だったが、後半の意見交

換が長引き、次回の意見交換会で回答することとなつた。

平成 30年度 第 4 意見交換会実施記録

平成 30年 9月 27日 (木)19:00～ 21:00※今回より終了時間が21時になつた。
ラ。ホール富± 5階研修室

今年度 4回目となる新環境クリーンセンター循環啓発棟に関する市民との意見交換会。

上期と同様大きく2部構成の議題とし、前半は、森林環境創造ゾーン (ビオトープ)や屋外啓

発ゾーンに関する説明と意見聴取、後半は第 3回意見交換会以降の市民の動きを共有したり、

「市民が主役」の施設を目指すために、もやもやしていることについて全体で意見交換を行つた。

市民 14名

事業者 7人 (3社)、 富士市職員 5人、進行 1人    言+27人
坂本竜児 (NPO法人エコデザイン市民社会フォーラム スタッフ)

会議進行の様子
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議題と事業内容の説明

森林環境創造ゾーン (ビオトープ)と屋外啓発

ゾーンの基本設計の説明
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(3)オープンに向けた活動について

①いままでとこれからのプロセスに関する説明

・市民が主役の施設をつくりたいと、市も市民も事業者も合

意。オープン時に達成できるといいなということは平成 29年度

2回目で市から話をしている。

・平成 25年に計画ができているが少しずつ変化していて、平

成 28年度にプロポーザルで公募・審査して、現在決定した

内容がバンフレットに書かれている。バンフレットの内容をベース

に、市民が主役の施設を目指したい。

・市と市民と事業者の関係も変化している。今後は市民側の

動き、会議やワークショップも必要となつてくる。

②第 3回意見交換後の市民の動き
。参加されていない人もいるので、3回の集まりをみんなで共有

する。

・市民の会議を3回行つた。1回目は坂本の都合で呼びかけ

て開催。2回目は市民だけで (坂本は参加せず)、 3回目

は坂本の都合で呼びかけ、流れそうになつたが参加者を限定

する会になつた。正式な事務局ができるまで、準備するための

事務局の設置力岡契緊の課題という共通認識が持たれた。

③気:になつていること、もやもやしていることの洗い出しと説明

・考える時間をとり、出席市民全員が気になることを発言した。

。会議の進行方法や議題の設定、富士市・事業者との関係、

自分と学習施設との関係、事務局の必要性について、意見

が出された。

・事業の枠組みや体制の入口論から重要ですぐにすつきりでき

ることを優先的に、富士市、事業者に説明を促した。また、こ

の場では結論を出せないことは、次国に持ち越すこととした。

④今後の話し合い

。市民だけの集まり (=(仮称)みんなの会)を 10月 2日
に開催し、準備事務局について議論を深め、次回意見交換

会で市民側から提案をしたい。

。今日説明できなかつた基本設計については第 5回意見交換

会で説明を行う。

以上

第 3回意見交換後の市民の動きを共有

市民のもやもやの洗い出し、ホワイトボードに板書

もやもやに対する回答、各セクターから状況説明
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